
科目名 韓国語 作成日 - 作成者 プロジェクトメンバー

学年／年次 - クラス人数 - 使用教科書と課 -

話題分野 地域社会と世界 言語レベル 1 必要時間数 8時間

コミュニケーショ
ン能力指標

◆町の名前や学校、身近な施設を記入したカードを作る。（表記の正
しさ）
◆日本と友好都市交流を結んでいる都市を韓国の白地図に書き込
む。（情報の正しさ、表記の正しさ）

◆クイズカードを作る。（説明の簡潔さ、わかりやすさ、内容の
興味深さ）
◆振り返りのレポートを書く。（韓国語の語彙・表現の量、内容
理解の正確さ、文化への気付き等）

【地域社会と世界】
1-a. 自分の住んでいる町や都市と国の名称を、言ったり書いたりできる。
1-b. 自分の住んでいる町の施設（映画館、図書館、体育館、公園など）の有無や利用できる曜日と開始時間・終了
時間について、口頭でやりとりできる。
1-c. 相手の国の主な都市名や世界の主な国名を、言ったり、見て理解したりできる。
1-e. 自分の住んでいる町や都市の、有名な場所や食べ物などを、言うことができる。

★言語領域の「できる」の目標を設定する際に参照した指標。他の領域の目標設定とも連動している。
  数字は【言語レベル-指標表番号】を表示している

Ⅱ　評価

◆友好都市についての資料を読むことができ
る。
◆わかりやすく簡単な文章でアイテムカードを
作成することができる。
◆日韓の都市や施設、特産物や行事などのア
イテムを口頭で簡単に紹介することができる。

◆韓国の歴史、政治、行政、地域社会
等のしくみやごく基礎的な事項について
知り、日本との違いを理解する。
◆韓国の大都市や世界の国名と、その
地名が持つ意味や由来についての理解
を深めることができる。
◆日本の首相と韓国の大統領、県知事
と道知事、市長なども比較し、日韓の行
政のしくみについて理解することができ
る。

★学習者のコミュニケーション能力レベ
ルに応じて、日本語の助けを借りて行っ
てもよい。

◆グループで紹介カードを分担・作成するこ
とができる。（協働）
◆韓国の友好都市や地元の事物を調べ
て、カードに作成すべきアイテムを選択する
ことができる（高度思考）
◆ビジュアルで見やすい提示・説明のしか
たを工夫することができる。（情報活用）
◆カードをスキャンしてネットに掲載する（情
報活用）
◆歴史的に自分の町や周りの地域が朝鮮
半島とどのような関わりをもってきたのかを考
えることができる。（知識理解、高度思考）
◆日韓の地方自治体間の友好提携関係に
着目し、日本と韓国の地方レベルでの関わ
り方について理解することができる。（知識
理解、高度思考）

★学習者のコミュニケーション能力レベルに
応じて、日本語の助けを借りて行ってもよ
い。

学習を助けるための評価　（形成的評価） 目標達成度を測る全体的評価（総括的評価）

単元名：カードで覚える友好都市

言語領域

Ⅰ単元目標

文化領域 グローバル社会領域

自分が住んでいる街の友好都市である韓国の街について調べ、それ
ぞれを紹介する「日本カード」「韓国カード」を作ることを通して、日韓の
都市の共通点や相違点について理解を深めることができる。



区役所、市役所など、地域のコリアタウン、在日外国人、韓国の姉妹
都市、日本観光公社、日本文化院、友好交流のある韓国の高校な
ど

地理、美術

＜使用教材・教具＞
国名と都市名が書かれたカード、韓国観光公社のHP(日本語サイト）、韓国と日本の地図記号一覧、白紙のカード（施設カード用、トランプ程度
の大きさ）

表現と表現のポイント 語彙 文化・グローバル社会事象と事象のポイント

＜表現＞
여기가 대전이에요.  /역 근처에 영화관이
있어요.  /이것은 우체국이에요.  /일요일
은 쉬어요.  /거기는 몇 시부터 몇 시까지
해요?  /입장료가 필요해요.  /요즘 인기
가 많아요.  /대전은 온천으로 유명해요.
/누가  시장이에요?

＜表現のポイント＞
―부터 ―까지  /이・가(은・는) 있다・없다
/이・그・저  /指定詞の否定文  /―(으)로
유명하다  /―에  /은・는  /이・가など

都市の名前（ソウル서울、釜山부산、慶州경
주、大田대전、光州광주、全州전주、済州島
제주도など）、施設の名前（은행銀行、우체
국郵便局、백화점デパート、도서관図書館、
시청市役所、박물관博物館、공원公園）、時
間（1‐12시、반半、일-토요일）、利用に関す
る語彙（무료、입장료、신분증、필요하다、어
른、어린이、아무나）、特産物関連（특산물,
선물,온천,관광など）

＜事象＞
◆韓国の都市の地理、地場産業
◆郷土料理、特産物
◆社会教育施設
◆韓国と日本

＜事象のポイント＞
◆歴史的に自分の町や周りの地域が朝鮮半島とど
のような関係をもってきたのかを考える。
◆韓国の歴史、政治、行政、地域社会等のしくみ
やごく基礎的な事項について知り、日本との違いを
理解する。
◆地域で開催されている独特の行事（お祭り、社
会活動、ボランティア団体など）などを理解する。
◆韓国の大都市や世界の国名と、その地名が持
つ意味や由来についての理解を深める。
◆日本の首相と韓国の大統領、県知事と道知事、
市長を比較する。
◆日韓の地方自治体間の友好提携関係に着目
し、その意味について考える。

教室外（人・モノ・情報）との連繋　 他教科の内容との連繋

Ⅲ　学習活動

プレコミュニカティブ活動
（語彙・表現習得活動）

コミュニカティブ活動
（学習シナリオ）

◆グループに分かれて、ハングルで書かれ
た韓国と日本の都市名のカードを作り、マッ
チングさせる。ゲームの後、カードに出てき
た有名な場所や食べ物などを話し合う。地名
の由来なども想像してみる。【1-c】
◆韓国の地図記号の意味を予想し、答えを
知る。日本の地図記号とマッチングさせる。
【1-c】
◆韓国観光公社のＨＰを開き、韓国の主な
都市の位置を調べる。日本と姉妹都市交流
を結んでいる都市を韓国の白地図に書き込
む。または、地元と関係のある地域をピック
アップして書きこむ。【1-c】
◆自分の町の身近にある施設について、韓
国にも同じようなものがあるのか、何とよばれ
ているのかや利用できる時間などを、イン
ターネットなどを通してしらべてみる。さらに
自分たちの町の名前や学校、身近な施設を
ハングルでどう書くのか学習し、手分けして
施設ごとにカードをつくる。それを見ながらペ
アになって、利用時間や方法などについて
韓国語でやりとりをする。【1-a,b】

★【　】内は対応するコミュニケーション能力
指標

＜場面状況＞
　Y高校の韓国語クラスでは、地元と協定を結んでいる韓国の友好都市や関係の深い地域を学校
の掲示板で広報することになった。

＜活動の流れ＞
　自分の住んでいる町が、韓国のどの都市と友好交流を結んでいるかをインターネットや役所に聞
いて調べる（交流先がない場合には、自分が交流したい都市を選ぶ）。グループに分かれ、それぞ
れが分担して「韓国カード」をつくる。友好都市の位置や特徴を紹介、さらに名産品などを調べて、
それらがわかる写真や資料、グラフなどを集め、アイテムごとにカードをつくる。表は写真のみ、裏
には簡単なハングルと日本語で紹介する文を書く。
　分担して「日本カード」をつくる。自分の町の日常生活に必要な施設や公共施設について調べ、
アイテムごとに施設カード（日本語とハングルで施設名や時間、利用法を紹介）を作る。上記と同様
に、表はアイテムの写真やイラストとクイズの問題のみを載せ、裏にはその説明を簡単なハングルと
日本語で書く（施設名、営業時間、休日、用途など）。地元や地域と韓国との交流活動が行われて
いる場合には、それについても調べてカードにする。カードでクイズゲームをする。とったカードの
写真をみて内容を当てる。日本語で言い当ててもかまわない。
　他のグループがつくったカードを使ってゲームを行う。ゲームを行った後、どのグループのカード
がよくできていたか、勉強になったか、感想を言いあう。韓国カードと日本カードを1枚ずつスキャン
して、学校の掲示板にＵＰする。閲覧ソフトなどを駆使して、インターネットでもゲーム風に閲覧でき
るように工夫する。日本カードは、韓国にある日本観光公社のパンフレット置き場や韓国文化院に
寄贈し、韓国の高校などに貸し出してもらう。
　作成するにあたって日本との違いや同じ点に気がついたこと、疑問に思ったことなどをレポートに
まとめて提出する（必要に応じて活動の中でわかった韓国の地名や事象、表現を韓国語で書く）。

ヒント☞
◆カードの代わりに、レポート形式にして提出させてもよい。学校のHPに原稿を編集してUPする。
◆交流都市の特産物を入手できれば、味わったり、観賞したりする。
◆地元にある施設が、自分たちの日常生活にどのように関係しているか考えてみる。
◆完成したカードを、写真やデータにして交流都市先の学校に送って、同様に遊んでもらう。感想
を聞く。


